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本
町
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
第
１
次
南
越
前
町
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
１
次
総
合
計
画
の
策
定

か
ら
８
年
が
経
過
し
た
今
現
在
、
推
計
を
超
え
る
人
口
の
減
少
や
少

子
高
齢
化
の
進
行
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
、
第
１
次
総
合
計

画
の
目
標
年
次
を
前
に
本
町
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
将

来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
当
初

予
定
し
て
い
た
計
画
期
間
を
２
年
前
倒
し
て
、
第
２
次
南
越
前
町
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
３
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
第
２
次
南
越
前
町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は「
基
本
構
想
」、「
基
本
計
画
」、「
実
施
計
画
」に
よ
り

構
成
さ
れ
、
今
後
10
年
間
の
基
本
構
想
や
基
本
計
画
の
前
期
計
画
期

間
で
あ
る
５
年
間
の
施
策
を
ま
と
め
、
最
終
目
標
年
次
を
平
成
36
年

度
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
構
想

　
第
１
次
南
越
前
町
総
合
計
画
の
基
本
理
念
を
継
承

し
、
地
域
発
展
に
向
け
た
指
針
と
、
真
に
豊
か
な
ふ

る
さ
と「
南
越
前
町
」の
実
現
に
必
要
な
将
来
像
を
示

し
ま
し
た
。

６
つ
の
基
本
目
標

①
町
民
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
　

 

保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
を
図

る
こ
と
で
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
み
ん
な
が
健

康
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

②
安
全
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

 

防
災
対
策
の
充
実
と
住
民
を
取
り
巻
く
住
環
境

整
備
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
快
適
に
生
活
で

き
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

③
活
き
活
き
と
働
け
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

 
地
域
間
の
連
携
を
活
か
し
た
地
域
資
源
の
有
効

利
用
と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
創
造
や
人
材
の
育

成
、
雇
用
の
確
保
に
よ
り
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
④
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

 

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
環
境
の
充
実
を

図
り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の

び
と
学
び
、
未
来
に
夢
が
描
け
る
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。

　
　
　

 

歴
史
文
化
の
継
承
活
動
の
活
発
化
を
図
り
、

「
ま
ち
と
し
て
の
価
値
」を
高
め
、
そ
れ
を
地

域
に
還
元
す
る
こ
と
で
地
域
を
潤
す
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

　
⑤
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

 

財
政
状
況
の
厳
し
さ
が
増
す
中
、
高
ま
る
公

的
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
が

困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
行
政

主
導
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
住
民
、各
種
団
体
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
へ
の
転
換
を
進
め
補
完
性
の
原
理
に
基

づ
い
た
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
⑥
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

 

最
小
限
の
経
費
で
最
大
限
の
効
果
を
引
き
出

す
よ
う
、事
務
事
業
の
集
中
と
選
択
に
よ
り
、

真
に
必
要
と
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能

を
確
保
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
公
共
施
設
の
統
廃

合
や
行
政
組
織
の
見
直
し
、
さ
ら
に
は
定
員

適
正
化
計
画
の
着
実
な
実
行
に
よ
り
、
将
来

に
負
担
を
残
さ
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

「
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て
、

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
」

「
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て
、

「
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て
、

「
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て
、

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
」

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
」

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
」

「
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て
、

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
」

【
町
の
将
来
像
】

　
本
町
は
、
平
成

　
本
町
は
、
平
成
1919
年
度
か
ら
平
成

年
度
か
ら
平
成

年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画

基
本
構
想

④
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

第
２
次
南
越
前
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
■
問
合
せ
　
企
画
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
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定
住
人
口
の
目
標
は
１
０
、０
０
０
人

　

第
1
次
総
合
計
画
に
お
け
る
将
来
人
口
推
計
で
は
、
平
成
27
年
の
本
町
の
人
口
は

１
１
、６
５
２
人
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
国
勢
調
査
時
人
口
は
１
１
、５
５
１
人

と
な
り
、
推
計
を
超
え
る
人
口
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
若
者
の
定
住
意
欲
を
高
め
、
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
子
育
て
支
援
、
少

子
化
対
策
な
ど
に
積
極
的
に
取
組
む
こ
と
と
し
、
平
成
36
年
度
に
お
け
る
定
住
人
口
を

1
万
人
と
し
ま
し
た
。

交
流
人
口
の
目
標
は
78
万
人

　
近
年
に
お
け
る
観
光
客
入
込
数
は
、平
成
10
年
の
91
万
人
、平
成
18
年
の
86
万
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
て
お
り
、
平
成
24
年
は
64
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北
前
船
歴
史
空
間
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
今
庄
宿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
地
域
資
源
を
活
用
し
た
景
観
観
光
事
業
と
、
舞

鶴
若
狭
自
動
車
道
の
全
線
開
通
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
な
ど
、
相
乗
効
果
を
活
か
し
た

交
流
施
策
の
推
進
に
よ
り
、
平
成
36
年
度
に
お
け
る
交
流
人
口
は
78
万
人
と
し
ま
し
た
。
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子育て支援、少子化対策等
により、社会減を抑制

交通ネットワークの開通効果、
地域資源を活用した交流

〈人口の推移〉

〈観光客入込数の推移〉
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街
道
と
海
岸
に
沿
う
町
の
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
前
計
画
に
設

定
し
た
５
つ
の「
ま
ち
づ
く
り
エ
リ
ア
」と
４
つ

の「
ま
ち
づ
く
り
交
流
軸
」を
継
承
し
ま
す
。

ゾま
ーち
ンづ
別く

り

基
本
計
画
の
体
系

　
基
本
構
想
に
定
め
た
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
６
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
体
系
的
に
施
策
を
示
し
、「
計
画
達
成
の
た
め
に
取
組

む
こ
と
」を
定
め
ま
し
た
。

安全安心して暮らせる
まちづくり

町民に優しい
まちづくり

基
本
目
標

⑩ 

快
適
な
住
環
境
づ
く
り

⑨ 

自
然
環
境
と
の
共
生

⑧ 

上
下
水
道
の
整
備

⑦ 

道
路
交
通
網
の
整
備

⑥ 
安
全
な
環
境
づ
く
り

⑤ 

協
力
し
助
け
合
う
地
域
福
祉
の
推
進

④  

子
育
て
の
支
援
、
児
童
福
祉
の
充
実
と
次
世
代
育

成
③ 

自
立
を
支
援
す
る
障
害
者
福
祉
の
推
進

② 

地
域
で
暮
ら
せ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実

① 

健
康
な
心
と
体
づ
く
り

 
 

保
健･

医
療･

福
祉･

介
護
の
連
携
の
強
化
と
充

実

基　
本　
施　
策

▪
住
宅
の
整
備

▪
住
環
境
の
整
備

▪
情
報
通
信
環
境
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
充
実

▪
自
然
環
境
の
保
全
と
衛
生
環
境
の
整
備

▪
上
水
道
の
安
定
供
給

▪
下
水
道
の
普
及
・
管
理
と
再
利
用

▪
幹
線
道
路
の
整
備

▪
生
活
道
路
の
整
備

▪
防
災
体
制
の
充
実

▪
原
子
力
安
全
対
策
の
充
実

▪
地
域
防
犯
体
制
の
充
実

▪
交
通
安
全
対
策
の
充
実

▪
住
民
生
活
相
談
の
充
実

▪
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

▪
地
域
福
祉
活
動
へ
の
住
民
参
加
の
推
進

▪
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
適
切
な
利
用
の
促
進

▪
子
育
て
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

▪
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
整
備

▪
命
の
尊
厳
と
人
間
社
会
の
継
承

▪｢

次
代
の
親
」の
育
成

▪
生
活
支
援
の
推
進

▪
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

▪
高
齢
者
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

▪
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
の
促
進

▪
健
康
づ
く
り
支
援
体
制
の
整
備
、
充
実

▪
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
用

▪
医
療･

保
健
施
設
の
整
備
と
機
能
の
充
実

細　
　
施　
　
策

海と緑と歴史の恵みに抱かれて　　　出会いから活力の花ひらく町
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第
２
次
南
越
前
町
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
前
計
画
に
掲
げ
て
い
た
49
の
細
施
策

と
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
１
０
２
の
事
務
事
業
に

つ
い
て
達
成
度
の
評
価
を
行
い
、
各
施
策
の
進

捗
状
況
の
把
握
、
目
標
や
目
的
の
達
成
度
の
測

定
、
課
題
の
検
証
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の
結

果
を
も
と
に
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
ま
し

た
。

　
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
施
策
の
継
続
性
を

維
持
す
る
た
め
、前
計
画
を
基
本
的
に
継
承
し
、

基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、「
目
指
す
ま
ち
の
姿
」

を
描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
具
体
策
を「
計

画
達
成
の
た
め
に
取
組
む
こ
と
」と
し
て
表
現

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
目
指
す
指
標
」を
数
値
化
す
る
な
ど

確
実
性
の
あ
る
事
務
事
業
の
遂
行
に
つ
な
が
る

工
夫
を
加
え
た
ほ
か
、
新
た
に
行
財
政
改
革
に

関
す
る
分
野
を
基
本
目
標
の
１
つ
と
し
て
組
み

入
れ
、
事
務
事
業
の「
選
択
と
集
中
」を
行
い
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
強

く
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
貴
重
な
ご
意

見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
熱
心
に
ご
審
議
を
い
た
だ
き
ま

し
た
総
合
計
画
審
議
会
委
員
、
関
係
各
位
の
ご

協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※ 

第
２
次
南
越
前
町
総
合
計
画
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
町
内
図
書
館
に

冊
子
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

効率的な
行財政運営による
まちづくり

住民主体の
まちづくり

人と文化を育む
まちづくり

活き活きと
働ける

まちづくり

㉑ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
組
織
改
革

⑳ 

効
率
的
な
財
政
運
営
の
推
進

⑲ 
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

⑱ 

共
に
活
躍
で
き
る
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

⑰ 

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

⑯ 

歴
史
文
化
の
継
承
と
芸
術
文
化
の
振
興

⑮ 

生
涯
に
わ
た
る
学
習
社
会
の
充
実

⑭  

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
の
充
実
と
環
境
の
整
備

⑬ 

観
光
の
振
興

⑫ 

商
工
業
の
振
興

⑪ 

農
林
水
産
業
の
振
興

▪
職
員
の
意
識
改
革

▪
行
政
組
織
の
見
直
し

▪
公
共
施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し

▪
出
資
団
体
等
と
の
経
費
負
担
の
適
正
化

▪
危
機
管
理
体
制
の
充
実

▪
効
率
的
な
財
政
運
営
方
針
の
確
立

▪
自
主
財
源
の
確
保
と
歳
出
の
見
直
し

▪
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

▪
行
政
評
価
制
度
の
導
入

▪
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
と
活
用

▪
人
権
を
尊
重
す
る
教
育
、
啓
発
の
推
進

▪
男
女
共
同
参
画
の
推
進

▪
社
会
教
育
の
推
進

▪
住
民
参
加
シ
ス
テ
ム
の
構
築

▪
行
政
情
報
の
積
極
的
な
公
開

▪
歴
史･

伝
統
文
化
の
保
存
と
継
承

▪
芸
術･

文
化
の
振
興

▪
生
涯
学
習
環
境
の
充
実

▪
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

▪
就
学
前
の
教
育･

保
育
の
充
実
と
連
携
の
強
化

▪｢

生
き
る
力｣

を
育
む
学
校
教
育
の
充
実

▪
安
全
な
教
育
環
境
の
整
備

▪
地
域･

家
庭
教
育
の
推
進

▪
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
充
実

▪
観
光
基
盤
の
整
備
充
実

▪
観
光
情
報
発
信
の
強
化

▪
商
工
業
の
振
興

▪
雇
用
の
促
進

▪
農
林
水
産
業
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
充
実
と
保
全

▪
６
次
産
業
化
と
地
産
地
消
の
推
進

海と緑と歴史の恵みに抱かれて　　　出会いから活力の花ひらく町 町の将来像


